
No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ
具体的な内容

（タイトル）
対象者 開催方法 講　師 開催日 時間 回数 定員 参加者数 再生回数 会場

1
青山学院大学連携講
座
「教育現場の今」

全年齢対象
（中高生～）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

青山学院大学教員
5/18,25
6/1,8（土）

午後２時～
３時３０分

4 60 123 421 文化会館

2
埼玉大学連携講座
「埼玉大学の研究を
共に学ぼう」

全年齢対象
（中高生～）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

埼玉大学教員
9/10（火）,13
（金）,18(水）,2
4（火）

午後２時～
３時３０分

4 60 113 211
市役所

大会議室

3

【記念講演会】
「生涯学習」の楽しさ
や大切さを実感できる
機会

引き算の縁と足し算
の縁～《がん》ステー
ジ４からの生還～

全年齢対象
講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

元フジテレビアナウン
サー
笠井信輔　氏

3/8（土）
午後２時～
３時４０分

1 90 文化会館

4 K　ターゲット別
子育て世代の悩み解
消、家庭教育に必要
な視点を身につける

【家庭教育講演会】
小中学生の保護者に
対する家庭教育支援

睡眠の質を上げよう
～良い眠りがこどもの
心と体を育てる～

小・中学生の保護
者、市民（全年齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

快眠セラピスト、睡眠環境
プランナー
三橋美穂　氏

10/12（土）
午後２時～
３時３０分

1 60 28 117
市役所

大会議室

5
B 地域課題・社会課
題

社会における多様性
の理解、豊かな人権
感覚の醸成

【人権講演会】
小中学生の保護者に
対する家庭教育支援

あなたならどうする？
～障がいを理由とす
る差別のない共生社
会を目指して～
※障害福祉課と共催

小・中学生の保護
者、市民（全年齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

・東京家政大学　人文学
部　教育福祉学科　教授　
田中恵美子　氏　
　　
　　
・仮面女子
猪狩ともか　氏

12/7（土）
午後２時～
３時３０分

1 80 58 75 文化会館

6
B 地域課題・社会課
題

社会における多様性
の理解、豊かな人権
感覚の醸成

【人権教育指導者研
修会】
さまざまな人権問題の
解決に向けた実践的
指導者を養成し、人権
教育の一層の充実を
図る

①同和問題と人権
②インターネットと人
権
③子どもの人権
④犯罪被害者の人権

市内活動団体代
表者、市民（全年
齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

①県人権・男女共同参画
課　持田倫武　氏
②（株）情報文化総合研
究所　代表取締役
佐藤佳弘　氏
③NPO法人カタリバ
瀬川知孝　氏
④埼玉犯罪被害者援助
センター　犯罪被害相談
員　井上菜保美　氏
福島智美　氏

11/1（金）,6
（水）,12(火），
18（月）

午後２時～
３時３０分

4

市民１
５人

（その
他、市
職員・
団体
職員
等）

280 270 文化会館

7
B　地域課題
D　社会貢献

現代社会の課題につ
いて学び、自分自身
ができることについて
考える

【現代課題講座】
現代社会が抱える課
題の実情を把握し、今
後の生活の展望を切り
開く機会とする。

お金の向こうに人が
いる～社会とお金の
仕組みを考える～

全年齢対象
講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

お金の向こう研究所代
表、社会的金融教育家
田内　学　氏

2/8（土）
午後２時～
３時３０分

1 70 61
71

(申込数）
文化会館

8 C　地域資源の学習
地域に対する理解を
深める

【とだ学】
市内の施設等の見学
をとおして、市の取組
や地域の特徴につい
て学ぶ

戸田公園を訪ねてみ
よう～ボートコースの
魅力に触れながら～

全年齢対象 講義＋見学

・埼玉県ボート協会
和田卓　氏
・2008年北京オリンピック
日本代表選手（現教育委
員）　浜田美咲　氏

12/14（土）
午後２時～
３時2０分

1 20 14 - 戸田公園

9
楽しく歌って健康寿
命を伸ばそう！

全年齢対象 実戦形式
音楽講師（市民）
佐藤真理　氏

1/31（金）
午前１０時～
１１時３０分

1 20 18 - 文化会館

10
毎日続けられる不調
改善・姿勢改善ヨガ

全年齢対象 実践形式
AWAKE KAMAKURA
主賓ヨガインストラクター
橋本はづき　氏

2/16（日）
午後２時～
３時３０分

1 30 -
スポーツセ

ンター

計

【社会教育及び生涯学習に関する講座計画指針に基づく講座分類】

Ａ　リカレント講座（就労や起業支援、スキルアップ）

人生１００年時代を豊
かに生きる～ライフス
テージや多様な市民
ニーズに応じた学び
～
【課題解決・ライフス
テージ別】

まちを元気に
【地域を学ぶ・地域で
活かす・協働で取り組
む】

Ｄ　社会貢献・ボランティア Ｇ　健康増進 J　 学びのきっかけづくり

B　地域課題
D　社会貢献

学んだことを地域づく
りに活かすための視
点を身につける

【市民企画講座】
講座への市民ニーズ
の反映、市民（企画
者）が講師となる機会
の創出

令和６年度　講座実績（生涯学習担当） 1/31現在

新たな自分に出会う
～学びのキッカケづく
り～
【生きがい・楽しさ】

F　教養
J　新たな学び・学び
のきっかけづくり

様々な分野の学びに
触れ、学ぶ楽しさを実
感できる

【大学連携講座】
・教養、最先端の研究
成果、アカデミックな学
びに触れる機会
・学び直しの促進

K　 ターゲットを絞った講座
Ｆ　教養、アカデミックな学び、産官学民連による連携事業 Ｉ　自然体験

Ｂ　地域における課題解決
Ｃ　地域資源の学習（とだ学）、郷土愛の醸成

Ｅ　暮らしに役立つ知識・知恵 Ｈ　ICTの活用、リテラシー教育、デジタルデバイドの解消
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No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ
具体的な内容

（タイトル）
対象者 開催方法 講　師 開催日 時間 回数 定員 会場

1

青山学院大学連携講座
「首都から歴史を読みな
おす-「東京一極集中」の
歴史的前提を問う-」

全年齢対象
（中高生～）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

青山学院大学教員

5月17日（土）
5月24日（土）
5月31日（土）
6月7日（土）

午後 4 80 文化会館

2
埼玉大学連携講座
「埼玉大学の研究を共に
学ぼう」

全年齢対象
（中高生～）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

埼玉大学教員

9月9日（火）
9月12日（金）
9月17日（水）
9月19日（金）
9月25日（木）
のうち4日

午前または
午後

4 60
市役所大
会議室

3

【記念講演会】
「生涯学習」の楽しさ
や大切さを実感できる
機会

未定 全年齢対象
講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

未定 ３/7（土） 午後 1 100 文化会館

4 K　ターゲット別
子育て世代の悩み解
消、家庭教育に必要
な視点を身につける

【家庭教育講演会】
小中学生の保護者に
対する家庭教育支援

（案）子育て論など
小中学生の保護
者、市民（全年齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

未定
9月6日（土）or
10月18日（土）

未定 1 60 文化会館

5
B 地域課題・社会課
題

社会における多様性
の理解、豊かな人権
感覚の醸成

【人権講演会】
小中学生の保護者に
対する家庭教育支援

（案）子どもとの関わり方
について

小中学生の保護
者、市民（全年齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

未定
7月12日（土）or
1月17日（土）or
1月24日（土）

未定 1 60

文化会館
又は

市役所大
会議室（1
月の場合）

6
B 地域課題・社会課
題

社会における多様性
の理解、豊かな人権
感覚の醸成

【人権教育指導者研
修会】
さまざまな人権問題の
解決に向けた実践的
指導者を養成し、人権
教育の一層の充実を
図る

・同和問題と人権（仮）
・障害者の人権（仮）
・子どもの人権（仮）
・多様な性（仮）

市内活動団体代
表者、市民（全年
齢）

講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

未定

11月4日（火）
11月6日（木）
11月11日（火）
11月18日（火）
11月25日（火）
のうち4日

午後 4
20
（市
民）

文化会館

7
B　地域課題
D　社会貢献

現代社会の課題につ
いて学び、自分自身
ができることについて
考える

【現代課題講座】
現代社会が抱える課
題の実情を把握し、今
後の生活の展望を切
り開く機会とする。

（案）災害など 全年齢対象
講義形式
（会場開催＋オン
デマンド）

未定 ２月 未定 1 70 未定

8 C　地域資源の学習
地域に対する理解を
深める

【とだ学】
市内の施設等の見学
をとおして、市の取組
や地域の特徴につい
て学ぶ

未定 全年齢対象 施設見学 未定 10月 未定 1 20 未定

9
B　地域課題
D　社会貢献

学んだことを地域づく
りに活かすための視
点を身につける

【市民企画講座】
講座への市民ニーズ
の反映、市民（企画
者）が講師となる機会
の創出

場所を公民館に指定した
上で募集

全年齢対象 企画による 市民 １２月～１月 未定 1～２ 20 未定

計

【社会教育及び生涯学習に関する講座計画指針に基づく講座分類】

Ａ　リカレント講座（就労や起業支援、スキルアップ）
Ｂ　地域における課題解決 Ｅ　暮らしに役立つ知識・知恵 Ｈ　ICTの活用、リテラシー教育、デジタルデバイドの解消 K　 ターゲットを絞った講座
Ｃ　地域資源の学習（とだ学）、郷土愛の醸成 Ｆ　教養、アカデミックな学び、産官学民連による連携事業 Ｉ　自然体験

人生１００年時代を豊
かに生きる～ライフス
テージや多様な市民
ニーズに応じた学び
～
【課題解決・ライフス
テージ別】

まちを元気に
【地域を学ぶ・地域で
活かす・協働で取り
組む】

Ｄ　社会貢献・ボランティア Ｇ　健康増進 J　 学びのきっかけづくり

令和７年度　講座実施計画（生涯学習担当） 1/31　現在

新たな自分に出会う
～学びのキッカケづ

くり～
【生きがい・楽しさ】

F　教養
J　新たな学び・学び

のきっかけづくり

様々な分野の学びに
触れ、学ぶ楽しさを実

感できる

【大学連携講座】
・教養、最先端の研究
成果、アカデミックな
学びに触れる機会
・学び直しの促進
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